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個別に端部部品の有無を設定する場合は母屋・胴縁の入力時または

修正時に（上下）それぞれに設定が可能です。 

【塞ぎ部材 外】の登録で、【自動調整】-【2-自動 

設定】を選択した場合は部材のサイズに合わせて 

塞ぎ部材の大きさが決まります。 

その際【プレート幅】の項目に数値を入力しても 

反映されません。 

 

                             

【塞ぎ部材】は母屋・胴縁のみ設定す

る事ができます。 

梁、間柱の端部には設定できません。 

【塞ぎ部材 内】を登録する場合は、 

【端部の入り】で母屋・胴縁の端部 

からの入りの数値を設定する事がで

きます。 

 

 

 

 

例）胴縁に塞ぎ部材を設定する場合 

【母屋・胴縁マスター】-【部品】をクリックします。 

 

【部品種類】-【12.塞ぎ部材 内】または【13.塞ぎ部材 外】を選択し、以下のように設定します。 

（今回は【13.塞ぎ部材 外】を選択します） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【母屋・胴縁マスター】-【部材】で塞ぎ部材を設定 

したい部材を選択し、【端部部品】で【部品マスター】で 

作成した塞ぎ部材を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「部品マスター」で作成できます。 

配置した母屋・胴縁に塞ぎ部材が反映されます。 

【塞ぎ部材 外】 【塞ぎ部材 内】 


